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【目的】 
ノウゼンカズラ科Tabebuia avellanedae（Taheebo）は、ブラジルから北アルゼン
チンまでの南アメリカを原産とする大木である。本植物は古代インカの時代より
知られた伝統的な民間薬であり、その樹皮は利尿薬や収斂薬として利用されて
きた。一方、本植物ががんに効果のある医薬資源として着目されて以来、その
成分研究が進み、ナフトキノン類やアントラキノン類が有効成分として報告され
ている。また、最近になって本植物に含まれる、ナフトキノン類であるβ‐lapachone
が化学予防剤として市販され始めた。しかし、このような興味ある多くの生物
活性成分を持ち合わせる本植物には、ナフトキノン類やアントラキノン類以外の
化学成分とそれらの生物活性に関する報告はほとんどない。本研究では、
細胞毒性とがん予防効果を指標に、本植物に含まれる成分の再探索を行う。 
 

【実験・結果】 
材料は、ハーブ茶として市販されている本植物の内皮を用いた。内皮の

エタノールエキスを液―液分配し、得られた酢酸エチル可溶部をゲルろ過クロ
マトグラフィーに付した。強い活性を示した画分を再度ゲルろ過クロマトグラフィー、
逆相HPLCを用いて精製を繰り返した。その結果、既知抗腫瘍活性ナフト
キノン類に加え、既知化合物ではあるが、本植物成分としては5種の低分子
芳香族化合物を単離した。これらの化合物は、細胞毒性を示さないものの、
中程度のがん予防効果を示すことがわかった。今回、これらの活性に加え、
新たに単離された未知化合物３種の構造と活性について報告する。 

｢Studies on Chemical Constituents of Brazilian Tabebuia avellanedae (Taheebo)」 
ブラジル原産Tabebuia avellanedae（Taheebo）の成分研究 
Akira Iida1), Harukuni Tokuda2)

1) Formerly, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Kyoto University
2) Department of Biochemistry, Kyoto Prefectural University of Medicine

国際がん細胞学会 
■２００５年４月５日～８日　イギリス・ベルファースト 

■日本語訳 
短鎖脂肪酸と発がんプロモーターの相乗効果を用いた新たな

スクリーニング方法の適用により､ヒトリンパ芽腫細胞株であるRaji
細胞を使用した発癌プロモーターや抗発癌プロモーターの検出が､
迅速かつ容易にできるようになった｡いくつかの発癌プロモーターに
ついては､潜伏及び増殖感染状態のRaji細胞で､EBウイルス早期
抗原（EBV-EA）誘発活性が認められた｡n-酪酸を共に投与すれば､
タンパク質キナーゼC経路を介して､発癌プロモーターのEBV活性
効果を相乗的に向上させることができる｡n-酪酸を高濃度で使用
すると､n-酪酸自身がRaji細胞の感染ウイルスに対する有力な活性
剤となる｡興味深いことに､がん化学予防剤であるアスコルビン酸､
クルクミン､そしてナフトキノンを含む薬用植物のタベブイア･アベラ
ネダエを培地に加えると､12‐O‐テトラデカノイ･ルホルボール‐13‐アセ
テート（TPA）に誘発されたEBV‐EA活性化を軽減できる｡これらの
試料は､発癌プロモーション阻害剤であり､かつがん化学予防剤でも
ある｡本研究では､がん予防剤のスクリーニング法の確立を試みた｡ 
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｢Screening method of short term in vitro assay for anti-tumor promoters」 
抗発癌プロモーターに対する短期試験管内検査のスクリーニング法 

International Society for Cellular Oncology

Harukuni Tokuda (Kyoto Prefectural University of Medicine.), others.

1-37


